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中部様式
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（評価期間：令和4年4月～令和5年3月）
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1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

(1)地域の特性と公共交通

人
口

50,233人
（令和5年3月末：住民登録）

特
性

東側と西側に主要な市街地が形成され
たベッドタウン

公
共
交
通

• 東部はJR武豊線、西部の町境付近は名鉄河和線
が南北に運行

• その間に広がる鉄道空白地域を繋ぐように町
運行バス「う・ら・ら」が運行

• 北部の森岡台とJR大府駅を結ぶ知多バス「大府
線」、東ヶ丘団地と名鉄巽ケ丘駅を結ぶ
「東ヶ丘団地線」が運行

(3)計画の基本方針

1

「もっと使いやすいものに」
主な目的地に行きやすい公共交通サービスの確保
や、わかりやすく、使いやすい環境を整える取り
組みを推進する。

2

「もっと使いこなせるように」
公共交通の周知・体験会等の機会を拡充し、住民、
地域にとって、公共交通が身近になることで、活
発な交流を促す取り組みを推進する。

3
「ずっと使い続けられるように」
公共交通を将来にわたって確保・維持し、住民生
活を支える地域の足を守る取り組みを推進する。

JR尾張
森岡駅

JR緒川駅

JR石浜駅

JR東浦駅

名鉄八幡
新田駅

名鉄
巽ケ丘駅

(2)東浦町の公共交通が目指す姿

移動しやすく交流を生む
「おでかけ」環境の実現

令和3年2月以降の概略路線図



1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 3

(4)基本方針と目標 (5)計画の目標を達成するために行う施策

施策１
「既存路線の利便性向上」
事業1-1「う・ら・ら」、路線バスの経路及びダイヤの見直し等

施策２
「新たな公共交通の導入検討」
事業2-1 タクシーを活用した新たな公共交通の導入等

施策３
「鉄道駅の賑わい創出」
事業3-1 緒川駅周辺の賑わい創出

施策４
「公共交通の運賃支払い方法の多様化」
事業4-2回数券の共通利用等

施策５
「情報発信で不安を解消」
事業5-1公共交通パンフレットの作成等

施策６
「MM等の手法を用いて人々の意欲や行動を変える」
事業6-1 地域に出向いた乗り方勉強会の開催等

施策７
「地域と協力して、公共交通が利用しやすくなるような
状況をつくる」
事業7-1公共交通の運行時刻や経路に合わせた町内行事の開催等

施策８

「部署横断的に役場一丸となって、公共交通が利用しや
すくなるように取り組む」
事業8-1新たに建設・改修する集客施設等は公共交通で訪れやす
いようにする等

※「計画の目標を達成するために行う施策」とは、本計画の「基本方針」
「目標」に基づき、実施する取り組みのこと。上記のとおり、大きく分け
て「８つの施策」を設定した。



2.【Do】目達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 4

【施策４】事業4-2 回数券の共通利用

1. 対応する目標 目標１，２，３，６，７，８

2. 概要 町運行バス「う・ら・ら」の回数券を金券として、民間バス・タクシーで利用可能とする。

3.実施主体 協議会、町、バス事業者、タクシー事業者、地域住民

4. 締結事業者

• 民間バス事業者 １者
知多乗合㈱

• タクシー事業者 ６者
安全タクシー㈱、刈谷交通㈱、鯱第一交通㈱、
大興タクシー㈱、㈱知多つばめタクシー、
名鉄知多タクシー㈱

5.運用開始日 令和4年10月1日（土曜日）から

6.実績
• 民間バスでの利用実績 68枚×100円／枚＝ 6,800円
• 民間タクシーでの利用実績 312枚×100円／枚＝31,200円

7.効果

• 期間が短い中、民間バス・タクシーにおいて少額ながらも利用され始めているほか、町
民からの問い合わせもあることからも、町民の関心もあり、公共交通の利用促進に繋が
る事業であると考えられる。

• 自主返納支援で配付している「う・ら・ら」回数券がタクシーでの支払い時に計64枚利
用されており、高齢者のおでかけ支援にも繋がる可能性があると考えられる。

8. 課題
運用開始から６か月と期間は短く、周知が行き届いていないため、利用もまだ少ない。そ
のため、事業内容を掲載した公共交通パンフレットをイベントの際に配付する等、より多
くの方に使って頂けるような周知・利用促進を継続していきたい。

図 協定締結式（令和4年8月8日）

（補足）
刈谷交通㈱はR5.1月から加入

（注意）
R4.10月～R5.3月の実績値



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 5

【施策６】事業6-1 地域に出向いた乗り方勉強会の開催

1. 対応する目標 目標１，２，３，６，７，８，９，10

2. 概要

路線図・時刻表の読み方説明、
実車を用いた乗り方を学ぶ教室を開催。
地域から主要施設への発着時刻を
まとめた地域版の時刻表も併せて配付。

3.実施主体
町、バス事業者、タクシー事業者、
地域住民、社協

4.開催日
• 乗り方教室（藤江サロン）令和４年10月５日
• 乗り方教室（産業まつり）令和４年11月12日

6.参加者
• 乗り方教室（藤江サロン） 参加者層：高齢者、参加者数：19人
• 乗り方教室（産業まつり） 参加者層：家族連れ～高齢者、参加者数：300人程度

7.効果

参加者に配付した町運行バス「う・ら・ら」お試し乗車券（６回分）の利用実績は以下
のとおりです。（利用者数はナンバリングから推定、産業まつりは258人に配付）
• 乗り方教室（藤江サロン） 利用者数 ８人 利用者割合 42％
• 乗り方教室（産業まつり） 利用者数 65人 利用者割合 25％
本事業は、参加者からご好評いただいているだけでなく、利用実績も一定の数値を出し

ており、単にイベントで終わらない、次の利用に繋がる事業であると考えられる。

8. 課題

• 乗り方教室を開催すると、参加者から「○○に行けるなんて知らなかった」、「よく分
からないから、なんとく不便だと思っていた」、「乗り方や発着時間が分かったので、
バスに乗りたくなった」という意見を頂く。このことからも、まずは周知によって、公
共交通利用に対する心理的なハードルを下げる作業が必要であると考えられる。

• 乗り方の周知で終わらず、「この用途なら公共交通で外出しても良いかな」と思ってい
ただけるようなプランの提案をしていく必要がある。

図 乗り方教室（令和4年10月5日）



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 6

令和４年４月から令和５年３月までの期間で、実績値が測定可能な目標について記載する。こ
こでは、別添４「地域公共交通計画の評価等結果の様式」から目標２，３，５，９の記述の一
部を抜粋・追記して掲載する。詳細は別添４参照。

目標 実績値
達成
状況

考察

目標２（1/4）
公共交通利用者数・
利用台数の増加
■「う・ら・ら」

179,539人（R2年度）→
260,000人（R8年度）

■「う・ら・ら」
247,412人／年（令和４年度）

• H30年度比 11,469人減(５%減)
• R1年度比 7,157人増(２％増)
• R2年度比 67,873人増(37％増)
• R3年度比 25,140人増(11％増) ×

未
達
成
（
令
和
４
年
度
時
点
）

• （参考）R8年度の目標値
260,000人は地域公共計画で規
定。コロナ禍以前であるH30年
度の利用者数258,881人を丸め
た数値とした。

• R4年度とH30年度の比較から、
R4年度は11,469人減（５％減）。

• R4年度がH30年度（目標）の利
用者数に及ばなかった主要因は、
R1.10月のダイヤ改正による利
用離れとコロナ禍による生活様
式の変化だと考えられる。

• ただし、R5.2月及びR5.3月はコ
ロナ禍以前のH30年度の利用者
数を上回った。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利
用
者
数
（
人
）

月

「う・ら・ら」利用者数の推移（月別）

H30 R1 R2

R3 R4 〇ダイヤ改正



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 7

目標 実績値
達成
状況

考察

目標２（2/4）
公共交通利用者数・
利用台数の増加
■知多バス
「東ヶ丘団地線」
31,722人（R2年度）→
45,000人（R8年度）

■知多バス「大府線」
102,487人（R2年度）→
185,000人（R8年度）

■知多バス「東ヶ丘団地線」
31,783人／年（令和４年度）

• H30年度比 15,415人減(33％減)
• R1年度比 13,281人減(30％減)
• R2年度比 61人増(0.1％増)
• R3年度比 3,201人増(11％増)

■知多バス「大府線」
154,093人／年（令和４年度）

• H30年度比 50,551人減(25％減)
• R1年度比 31,735人減(18％減)
• R2年度比 51,606人増(50％増)
• R3年度比 30,332人増(24％増)

×

未
達
成
（
令
和
４
年
度
時
点
）

• （参考）R8年度の目標値は地域
公共交通計画で規定。運行事業
者と調整のうえ、R1年度の利用
者数を丸めた数値とした。

• R4年度とR1年度の比較から、
R4年度の「東ヶ丘団地線」は
13,281人減（30％減）、「大府
線」は31,735人減（18％減）。

• R4年度がR1年度（目標値）の
利用者数に及ばなかった主要因
は、コロナ禍による生活様式の
変化や、集合団地の高齢化によ
る通勤・通学利用者の減少だと
考えられる。

204,644 
185,828 

102,487 
123,761 

154,093 

47,198 45,064 
31,722 28,582 31,783 

0

50,000
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H30 R1 R2 R3 R4

利
用
者
数
（
人
）

年度

知多バス「東ヶ丘団地線・大府線」利用者数の推移（年度別）

大府線 東ヶ丘団地線



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 8

目標 実績値
達成
状況

考察

目標２（3/4）
公共交通利用者数・
利用台数の増加
■知多バス
「刈谷中部空港線」
1,545人（R2年度）→
98,000人（R8年度）

■知多バス「刈谷中部空港線」
10,362人／年（令和４年度）

• H30年度比 89,348人減(90％減)
• R1年度比 88,021人減(90％減)
• R2年度比 8,587人増(483％増)
• R3年度比 7,963人増(331％増)

×

未
達
成
（
令
和
４
年
度
時
点
）

• （参考）R8年度の目標値は地域
公共交通計画で規定。運行事業
者と調整のうえ、R1年度の利用
者数を丸めた数値とした。

• R4年度とR1年度の比較から、
R4年度は88,021人減（90％減）。

• R4年度がR1年度（目標値）の
利用者数に及ばなかった主要因
は、コロナ禍の影響を受け、運
行便数を減便（R1年度：１日当
たり上り13便・下り14便、R4年
度：１日当たり上り・下り４
便）したことだと考えられる。
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3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 9

目標 実績値
達成
状況

考察

目標２（4/4）
公共交通利用者数・
利用台数の増加
■タクシー

11,122台（R2年度）→
22,000台（R8年度）

■タクシー
16,510台／年（令和４年度）

• H30年度比 3,423台減(18％減)
• R1年度比 417台減(３％減)
• R2年度比 5,388台増(48％増)
• R3年度比 1,639台増(11％増)

×

未
達
成
（
令
和
４
年
度
時
点
）

• （参考）R8年度の目標値は地域
公共交通計画で規定。運行事業
者と調整のうえ、コロナ禍以前
のH30年度以上の数値とした。

• R4年度とH30年度の比較から、
R4年度は3,423台減（18％減）。

• R4年度が目標値に及ばなかった
主要因は、コロナ禍以前から続
いている乗務員不足による稼働
率の低下や、コロナ禍以降から
続く出張・深夜営業時間の需要
の低下だと考えられる。
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3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 10

目標 実績値
達成
状況

考察

目標３（1/4）
「う・ら・ら」各路線・
系統の利用者数の増加
■環状線（左回り）

62,033人（R2年度）→
80,000人（R8年度）

■環状線（左回り）
76,119人／年（令和４年度）

• R1年度比 1,229人増(３％増)
• R2年度比 14,086人増(22％増)
• R3年度比 5,661人増(８％増)

（
令
和
４
年
度
時
点
）

×

未
達
成

• R4年度の利用者数が目標に及ば
ない主要因は、R1.10月のダイ
ヤ改正による既存ユーザー（旧
東ヶ丘線及び旧平池台線）の利
用離れとコロナ禍による生活様
式の変化、通学利用していた緒
川小学校及び藤江小学校の児童
数の低下だと考えられる。

■環状線（右回り）
46,638人（R2年度）→
72,000人（R8年度）

■環状線（右回り）
63,944人／年（令和４年度）

• R1年度比 3,375人増(11％増)
• R2年度比 17,306人増(37％増)
• R3年度比 2,863人増(４％増)

（
令
和
４
年
度
時
点
）

×

未
達
成

〃



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 11

目標 実績値
達成
状況

考察

目標３（2/4）
「う・ら・ら」各路線・
系統の利用者数の増加
■長寿線

33,845人（R2年度）→
48,000人（R8年度）

■長寿線
49,123人／年（令和４年度）

• R1年度比 6,468人増(15％増)
• R2年度比 15,278人増(45％増)
• R3年度比 6,778人増(16％増)

（
令
和
４
年
度
時
点
）

○
達
成

• R4年度の利用者数が目標を達成
した主要因は、R3.2月のダイヤ
改正からイオンモール東浦が運
行経路に入り、新規の利用者が
増加したことだと考えられる。

■刈谷線
22,124人（R2年度）→
29,000人（R8年度）

■刈谷線
29,405人／年（令和４年度）

• R1年度比 4,467人増(17％増)
• R2年度比 7,281人増(32％増)
• R3年度比 3,891人増(15％増)

（
令
和
４
年
度
時
点
）

○
達
成

• R4年度の利用者数が目標を達成
した要因は、R1.10月のダイヤ
改正から10便から18便に増便し
たことによって、東浦町と刈谷
市それぞれの利用者数が増加傾
向にあったことだと考えられる。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 12

目標 実績値
達成
状況

考察

目標３(3/4)
「う・ら・ら」各路線・
系統の利用者数の増加
■東浦高校線（於大公園
南経由）

11,928人（R2年度）→
22,000人（R8年度）

■東浦高校線（於大公園南経由）
22,531人／年（令和４年度）

• R1年度比 4,651人増(69％増)
• R2年度比 10,603人増(88％増)
• R3年度比 4,185人増(22％増)

（
令
和
４
年
度
時
点
）

○
達
成

• R4年度の利用者数が目標値を達
成した主要因は、R3.2月のダイ
ヤ改正から３便から５便に増便
したことによって、利用者数が
増加傾向にあったことだと考え
られる。

■東浦高校線（文化セン
ター経由）

8,536人（R2年度）→
11,000人（R8年度）

■東浦高校線（文化センター経
由）

11,519人／年（令和４年度）
• R1年度比 35人増(0.6％増)
• R2年度比 2,983人増(34％増)
• R3年度比 2,048人増(21％増)

（
令
和
４
年
度
時
点
）

○
達
成

• R4年度の利用者数が目標値を達
成した要因は、R3.2月のダイヤ
改正から４便から５便に増便し
たことによって、利用者数が増
加傾向にあったことだと考えら
れる。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 13

目標 実績値
達成
状況

考察

目標３(4/4)
「う・ら・ら」各路線・
系統の利用者数の増加
■長寿医療研究センター
直行便

528人（R2年度）→
1,200人（R8年度）

■長寿医療研究センター直行便
828人／年（令和４年度）

• R1年度比 82人増(22％増)
• R2年度比 300人増(56％増)
• R3年度比 278人増(50％増)

（
令
和
４
年
度
時
点
）

×

未
達
成

• R4年度の利用者数が目標に及ば
なかった主要因は、本便の利用
用途が早朝の通院に限られてい
るうえ、目的地が病院という特
性上、密を避ける意識が働きや
すく、病院への移動手段がバス
から自家用車に移行したことだ
と考えられる。

（補足）
• R8年度の各路線の目標値は地域公共交通計画で規定。目標２の260,000人を計画策定時の路線の利用割合で
案分等をしたもの。なお、各路線の目標値は乗継券の利用者数（推定値）も含むため、全路線の計は
260,000人とならない。

• 「長寿線」及び「刈谷線」以外の路線は、R1.10月から運用を開始した路線であるため、R1年度比は10月
から３月までの計で行う。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 14

目標 実績値
達成
状況

考察

目標５（１/３）
各地区（小学校区の代表
バス停）から主要地点・
施設への「行きやすさ」
の向上
小学校区の代表バス停ご
とに以下を設定。詳細は
参考資料を参照。
• 始発便主要施設到着時刻
• 最終便主要施設発車時刻
• 最大滞在可能時間
• 運行頻度（往路）
• 運行頻度（復路）

（１）森岡自然公園
○始発便 主要施設到着時刻
・大府駅（休日）75分遅くなる
・金山駅（平日）４分早くなる
・金山駅（休日）71分遅くなる

○最終便 主要施設発車時刻
・大府駅（平日）15分遅くなる
・大府駅（休日）15分遅くなる
・金山駅（平日）18分遅くなる
・金山駅（休日）20分遅くなる

○最大滞在可能時間
・大府駅（平日）15分長くなる
・大府駅（休日）60分短くなる
・金山駅（平日）22分長くなる
・金山駅（休日）51分短くなる

○運行頻度（往路）
・大府駅（平日） ３便減
・大府駅（休日） ８便減
・金山駅（平日） ２便減
・金山駅（休日） ７便減

○運行頻度（復路）
・大府駅（平日） ２便減
・大府駅（休日） ７便減
・金山駅（平日） ３便減
・金山駅（休日） ６便減

×
未
達
成
（
令
和
４
年
度
時
点
）

• 大府駅（平日）及び金山駅（平
日）の最大滞在可能時間は延長
したが、その他の多くの指標は
マイナスの影響を受けている。

• 各指標は、知多バス「大府線」
がR4.10月、JR東海がR5.3月に
行ったダイヤ改正に伴って変化
したが、マイナスの影響を受け
た主要因は知多バス「大府線」
の減便にある。

コロナ禍の影響を受けて、大きく変化した利用ニーズに順応するため、知多バス「大府線」及び「東ヶ丘団地
線」がR4.10月、JR東海及び名古屋鉄道がR5.3月にダイヤ改正を行った。このことに伴って、各小学校区の代
表バス停の指標が変化した。実績値の欄には、数値に変化のあった指標のみ掲載。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 15

目標 実績値
達成
状況

考察

目標５（２/３）
各地区（小学校区の代表
バス停）から主要地点・
施設への「行きやすさ」
の向上
小学校区の代表バス停ご
とに以下を設定。詳細は
参考資料を参照。
• 始発便主要施設到着時刻
• 最終便主要施設発車時刻
• 最大滞在可能時間
• 運行頻度（往路）
• 運行頻度（復路）

（２）相生の丘
○始発便主要施設到着時刻
・巽ケ丘駅（平日）16分遅くなる
・金山駅（平日） １分早くなる

○最終便主要施設発車時刻
・巽ケ丘駅（平日）16分早くなる

○最大滞在可能時間
・巽ケ丘駅（平日）32分短くなる
・金山駅（平日） １分長くなる

○運行頻度（往路）
・巽ケ丘駅（平日）１便減

○運行頻度（復路）
・金山駅（休日） １便減

（
令
和
４
年
度
時
点
）

×

未
達
成

• 金山駅（平日）の最大滞在可能
時間は延長したが、その他で変
化のあった多くの指標はマイナ
スの影響を受けている。

• 各指標は、知多バス「東ヶ丘団
地線」がR4.10月、JR東海及び
名古屋鉄道がR5.3月に行ったダ
イヤ改正に伴って変化したが、
マイナスの影響を受けた主要因
は知多バス「東ヶ丘団地線」の
減便にある。

〃

（３）新田分団詰所
○始発便主要施設到着時刻
・巽ケ丘駅（平日）16分遅くなる

○最終便主要施設発車時刻
・巽ケ丘駅（平日）16分早くなる

○最大滞在可能時間
・巽ケ丘駅（平日）32分短くなる

○運行頻度（往路）
・巽ケ丘駅（平日）１便減

○運行頻度（復路）
・巽ケ丘駅（休日）１便減
・金山駅（休日） １便減

（
令
和
４
年
度
時
点
）

×

未
達
成

• 変化のあった指標はすべてマイ
ナスの影響を受けている。

• 各指標は、知多バス「東ヶ丘団
地線」がR4.10月、JR東海及び
名古屋鉄道がR5.3月に行ったダ
イヤ改正に伴って変化したが、
マイナスの影響を受けた主要因
は知多バス「東ヶ丘団地線」の
減便にある。
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目標 実績値
達成
状況

考察

目標５（３/３）
各地区（小学校区の代表
バス停）から主要地点・
施設への「行きやすさ」
の向上
小学校区の代表バス停ご
とに以下を設定。詳細は
参考資料を参照。
• 始発便主要施設到着時刻
• 最終便主要施設発着時刻
• 最大滞在可能時間
• 運行頻度（往路）
• 運行頻度（復路）

（４）石浜南
○運行頻度（往路）
・金山駅（休日） １便減

（５）アイプラザ
○運行頻度（往路）
・金山駅（休日） １便減

（６）生路
○運行頻度（往路）
・金山駅（休日） １便減

（
令
和
４
年
度
時
点
）

×

未
達
成

• 金山駅（休日）の運行頻度（往
路）の指標でマイナスの影響を
受けている。

• マイナスの影響を受けた主要因
は、JR東海の発着時刻の変更
によって、「う・ら・ら」との
乗り継ぎができなくなったこと
にある。

〃
（７）平池台
○運行頻度（復路）
・巽ケ丘駅（平日） １便増

（
令
和
４
年
度
時
点
）

×

未
達
成

• 巽ケ丘駅駅（平日）の運行頻度
（復路）の指標でプラスの影響
を受けている。

• プラスの影響を受けた主要因は、
知多バス「東ヶ丘団地線」の発
着時刻の変更によって、「う・
ら・ら」との乗り継ぎが可能に
なったことにある。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 17

目標 実績値
達成
状況

考察

目標９
高齢者（65歳以上）の運
転免許自主返納件数の増
加
141.8件（H28年度～R2年度
の平均）

→
200件（R4年度～R8年度の
平均）

■高齢者（65歳以上）の運転免許
自主返納件数

103件（令和４年度）
・平成28年度比 21件減 17％減
・平成29年度比 33件減 25％減
・平成30年度比 27件減 21％減
・令和元年度比 80件減 44％減
・令和２年度比 33件減 25％減
・令和３年度比 19件減 16％減

【補足資料】
■高齢者運転免許自主返納支援事業の支
援件数

173件（令和４年度）
・平成28年度比 30件増 21％増
・平成29年度比 18件増 12％増
・平成30年度比 34件増 24％増
・令和元年度比 31件減 15％減
・令和２年度比 ２件増 １％増
・令和３年度比 47件増 37％増

×

未
達
成
（
令
和
４
年
度
時
点
）

• R4年度の自主返納件数が目標に及ばな
い主要因は、地域公共交通の周知が行
き渡っておらず、住民が抱える不安
（返納した後の生活をイメージできな
い等）の解消が十分にできていないこ
とだと考えられる。

• R4年度について、高齢者運転免許自主
返納支援事業の１月あたりの支援件数
が最も多くなったのが、３月で23件。
この月に支援件数が増えた要因は、同
月に警察庁が公開した報告書「令和4
年における交通事故の発生状況などに
ついて（高齢ドライバーによる交通死
亡事故件数の増加等が記載されてい
る）」が各メディアで報道されたこと
だと考えられる。

• 返納支援事業の窓口（住民自治課）で
は、返納したいが半田警察署に行く手
段がないという声も届いており、返納
件数が目標に達しない要因には、返納
窓口までの距離が遠いこと、返納窓口
までの足がないことから自主返納を取
りやめる方が一定数いること等も考え
られる。



4.【Act】計画目標の達成に向けた今後の取組方針 の作成 18

目標
達成
状況

達成状況を踏まえた今後の取組方針

目標２
公共交通利用者数・
利用台数の増加

×

未
達
成

計画に記載された施策は着実に実施する。
• 公共交通の利用方法の周知や利用促進を目的とした「事業5-1 公共交通パンフ

レットの作成」については、R4年度末に発行。本紙で「う・ら・ら」のほか、
近隣の行政バス、民間バス・タクシーの乗り方を紹介したほか、おでかけス
ポットなども掲載した。

• パンフレットに掲載するおでかけスポットについては、事前に「のりつぎ旅」
を企画し、町広報紙でおでかけプランを提案するほか、参加者の意見等を聞き
取った。このような、公共交通に関心を持っていただくきっかけづくり、周知
を継続して実施していきたい。なお、のりつぎ旅で案内したおでかけスポット
は、隣接する大府市のおおぶ文化交流の杜と、刈谷市の刈谷市美術館である。

目標３
「う・ら・ら」各路線・
系統の利用者数の増加

×

未
達
成

計画に記載された施策を着実に実施する。
• 「事業5-2 「う・ら・ら」の路線図・時刻表の発行」については、住民の方か

ら「時刻表が複雑である」といった意見を多く頂いていたため、地域のバス停
とスーパーや病院等の主要施設のバス停の発着時刻をまとめた地域版の時刻表
を令和４年10月に発行した。

• 地域版の時刻表は、地域のサロンや産業まつりで開催した乗り方教室の際に、
お試し乗車券とともに配付した。

• お試し乗車券は、「のりつぎ旅」でも配付したが、乗り方教室（藤江地区のサ
ロン）で配付したお試し乗車券の利用率が最も高かかったため、実際に路線
図・時刻表の読み方や乗り方をお伝えするとともに、地域版の時刻表を配付す
ることで、次の利用に繋がりやすいことが分かった。来年度以降も地域版の時
刻表の発行・配付だけにとどまらず、次の利用に繋がる周知・利用促進活動に
努めたい。

令和４年４月から令和５年３月までの期間で、実績値が測定可能な目標について記載する。こ
こでは、別添４「地域公共交通計画の評価等結果の様式」から目標２，３，５，９の記述の一
部を抜粋・追記して掲載する。詳細は別添４参照。
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目標
達成
状況

達成状況を踏まえた今後の取組方針

目標５
各地区（小学校区の
代表バス停）から
主要地点・施設への
「行きやすさ」の向上

×

未
達
成

計画に記載された施策を着実に実施する。
• 知多バス「大府線」及び「東ヶ丘団地線」は、地区と鉄道駅を結ぶ重要な生活
路線であるため、継続的な運行が可能となるような利用促進策・支援策の検討
が必要である。

• 現段階で「う・ら・ら」と知多バス「東ヶ丘団地線」等との乗継可能な発着時
刻の周知や、おでかけプランの提案等を事業者と共同で行っていく必要がある。

目標９
高齢者（65歳以上）の
運転免許自主返納件数の
増加

×

未
達
成

計画に記載された施策を着実に実施する。
• 「事業6-1 地域に出向いた乗り方勉強会の開催」については、高齢者が参加する
サロンや地域のイベントに赴き、ブースを設ける等して開催した。P.5のお試し
乗車券の実績からも、本事業の開催によってバスを利用するきっかけづくりが
できていると考えられる。以上のことから、自家用車から公共交通への移行を
支援するとともに、運行経路や利用法などに関する不安払しょくに貢献できる
よう、引き続き本事業を行う必要がある。

• 「事業6-4 高齢者運転免許自主返納支援事業の強化」については、令和４年度の
支援件数はP.17のとおりである。平成31年４月19日に東池袋で起きた交通事故等、
高齢者による交通事故が大きく報道された年度は支援件数が増加する傾向にあ
る。また、令和４年度は８月の広報紙にて支援事業の案内をしたところ、１月
当たり支援件数は21件と多くの方に利用していただいた。引き続き、支援事業
の周知活動を行う必要がある。



5.直近2年間の二次評価の活用・対応状況 20

年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の対応方針

令
和
３
年
度
（
前
々
回
）

次期地域公共交通計画にお
いては、計画に掲げられた
事業を着実に実施されると
ともに、新路線や民間バス
路線の評価に関する指標を
設定されるよう期待します。

• 回数券の共通利用事業等、
計画に掲げた施策を順次
実施している。

• 令和４年３月28日策定の
東浦町地域公共交通計画
に環状線や東浦高校線、
民間バス路線の指標を設
定した。

目標達成に向けた施策を
行っていくとともに、適
切に評価、見直しを行っ
ていく。

新たな移動手段の導入につ
いては、目的を明確化し、
安全性・持続性の高い事業
となるよう期待します。

• 乗り方教室（産業まつり）
の際に、「う・ら・ら」が
運行していない19時-21時の
移動を担う夜間定額乗合タ
クシーの利用可能性を聞き
取る簡易なアンケートを103
人に実施。

• アンケートの回答者の年齢
層は、30代が最も多く38人、
次点で40代の18人、70代前
半が11人、20代が９人で
あった。

• 結果は「利用しないと思
う」が過半数の67％を占め、
次点で「年に１日程度」が
14％、「年に数日程度」が
13％であった。

令和５年度に行うダイヤ
改正に向けたグループイ
ンタビュー等の際に、よ
り詳細な利用ニーズを聞
き取ったうえで、実施・
非実施の協議を行う予定。

※前々回：
令和４年２月17日
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東浦町地域公共交通計画の評価スケジュール

第1

四半期

第2

四半期

第3

四半期

第4

四半期

第1

四半期

第2

四半期

第3

四半期

第4

四半期

第1

四半期

第2

四半期

第3

四半期

第4

四半期

第1

四半期

第2

四半期

第3

四半期

第4

四半期

第1

四半期

第2

四半期

第3

四半期

第4

四半期

地域公共交通会議
第1回

■

第2回

■

第3回

■

第1回

■

第2回

■

第3回

■

第1回

■

第2回

■

第3回

■

第1回

■

第2回

■

第3回

■

第1回

■

第2回

■

第3回

■

関連行事

確保維持

改善計画

◆
◆

◆

確保維持

改善計画

◆
◆

◆

確保維持

改善計画

◆
◆

◆

確保維持

改善計画

◆
◆

◆

確保維持

改善計画

◆
◆

◆

確認

●

確認

●

確認

●

中間評価

★

確認

●

確認

●

確認

●

確認

●

確認

●

● ● ● ● ●
最終評価

★

● ● ● ● ●

確認

●

確認

●

確認

●

確認

●

確認

●

確認

●

確認

●

確認

●

確認

●

● ● ● ● ● ★

● ● ● ● ●

令和8年度

プロセス指標を

用いた

施策達成状況の

評価

アウトカム指標を

用いた

目標達成状況の

評価
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令和４年度の会議開催日等

開催日 開催形式 主な議題

第１回 ５月27日 対面
• 「う・ら・ら」令和3年度事業報告及び決算報告
• 「う・ら・ら」回数券の民間バス・タクシーでの共通利用

第２回 ７月21日 対面
• 公共交通の利用状況
• 「う・ら・ら」お試し乗車券の配付

第３回 10月25日 書面 • 「う・ら・ら」回数券の共通利用事業への事業者の新規加入

第４回 １月４日 書面 • 東浦町地域公共交通計画の評価

第５回 １月27日 対面
• 東浦町地域公共交通計画の評価（書面協議の結果報告）
• 「う・ら・ら」バス停の移設

第６回 ３月17日 対面
• 令和5年度東浦町地域公共交通会議予算（案）及び令和5年度東浦町地域公

共交通会議事業計画（案）


